
YES
NO (スタート)

（受水のみ）

自己水源あり

居住人口（※1）101人以上に給水または日最大給水量
（※2）が20立方メートルを超える

次のいずれかに該当する
か？

1.居住者50人以上に給水
するもの

2.学校、幼稚園、保育所そ
の他社会福祉施設等に設
置するもの

3.病床数50床以上の病院
または収容定員50人以上
の宿泊施設に設置するも
の

専用水道専用水道専用水道専用水道

次の（Ⅰ）に該当し、かつ
除外規定のいずれかに該
当するか？

（Ⅰ）居住人口（※1）101人
以上に給水または日最大
給水量（※2）が20立方メー
トルを超える

【除外規定】※3

A.地中または地表に施設
されている部分で、口径
25mm以上の導管の全長
が1500mを超える

B.地中または地表に施設

水道の種類判定フロー

小規模水道小規模水道小規模水道小規模水道

一般需要に応じて水を供
給するものか？

自家用等特定の需要に対
して水を供給するものか？

水道事業または飲料水供水道事業または飲料水供水道事業または飲料水供水道事業または飲料水供
給施設給施設給施設給施設

※1　社宅や療養所、養老施設等の居住者（入所者）のみが対象となり、病院の入院患者、旅館の宿泊者等は
対象外。
※2　施設設計時に想定した最大給水量が20立方メートルを超えるかどうかで判断する。なお、基準となる水量
は、人の飲用、炊事用、浴用その他人の生活の用に供するものとし、事業用、営業用等に供する容量が区分で
きる場合には、その分を除外して算定できる。
※3　通常地表からの浸水等による汚染のおそれのない程度に支柱等によって高く設けられた導管や水槽は含
まない。

・小規模貯水槽水道・小規模貯水槽水道・小規模貯水槽水道・小規模貯水槽水道

・直結給水による水道事業・直結給水による水道事業・直結給水による水道事業・直結給水による水道事業
の一需要者の一需要者の一需要者の一需要者

飲用井戸等飲用井戸等飲用井戸等飲用井戸等

簡易専用水道簡易専用水道簡易専用水道簡易専用水道

4.工場、事業場等において
常時50人以上に給水する
もの

5.上記のほか、知事が公
衆衛生上必要と認める場
所に設置するもの（神社、
仏閣、興行場、競技場、海
水浴場、飲食店等）

B.地中または地表に施設
されている部分で、水槽有
効容量の合計が100立方
メートルを超える

受水槽の有効容量の合計
は、10立方メートルを超え
るか？


